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１．組織の概要

(1) 事業所名及び代表者名

大一電機産業株式会社

代表取締役会長　　村上　卓夫

代表取締役社長　　村上　雄三

(2) 所在地

本　　社       ：愛知県東海市浅山三丁目７７番地

工　　場       ：　　同上

名古屋営業所   ：　　同上

仙台営業所    ：宮城県仙台市太白区長町6-6-9　板橋ビル1階 2名

東京営業所　　：東京都台東区東上野3-6-1 アローマ東上野ビル3階 5名

大阪営業所　　：大阪市浪速区元町1-7-1　メゾンフジイ3階 3名

広島営業所　　：広島市東区温品5-2-22　オリエント森Ⅰ202号 2名

福岡営業所　　：福岡市博多区吉塚3丁目30-1　メゾン・ド・ソレイユ101号室 4名

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　製　造　部　　   　 真野　由美子

担当者　管　理　部　 　　　 山口　貴史

℡： 052-308-5111

E-MAIL：detaro@daiichi.net

http://daiichi.net

(4) 事業内容

電子応用制御装置の開発、設計、製造及び販売

(5) 事業の規模（２０２１年度）

製品出荷額　　　　　　12億円/年

主要製品生産量　　　 63トン/年

工場 営業所 合計

従業員　 21名 12名 16名 49名

延床面積　 1,544㎡ 2,333㎡ - -

本社・名古屋営業所

（2022年5月31日　現在）
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２．対象範囲

(1) 認証・登録の範囲 大一電機産業株式会社　　全組織・全活動

(2) レポートの対象期間及び発行日 活動期間 2021年6月～2022年5月

発行日

(3) 次年度計画 活動期間 2022年6月～2023年5月

発行予定日

(4) 実施体制図 2021年6月30日現在

*2016年6月㈱アウローラダイイチが急遽照明事業部として吸収合併。

会　　　　　長 ・環境経営推進委員会の委員として環境経営ｼｽﾃﾑに参画

・環境経営方針を策定

代表者（社長） ・環境経営ｼｽﾃﾑの実施に必要な資源(人・設備・費用・時間)の準備、決定

・環境経営ｼｽﾃﾑの全体的な取組状況の評価・見直しの実施

・環境経営ｼｽﾃﾑの構築、実施、管理

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門における環境経営活動計画の実施推進

・自部門における環境経営教育の推進

・環境経営活動の実績集計ほか関係書類整備

環境事務局 ・環境経営関連の外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの窓口

・環境経営活動ﾚﾎﾟｰﾄの作成

・ｴｺｱｸｼｮﾝ21に関する審議

・月1回部長会議と同時に開催する

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

製造部長
環境推進責任者 営業所　16名

環境経営システム　役割・責任・権限表

環境推進責任者

2022年10月11日

環境推進委員会

工場部門
13名

営業部・名古屋(営)
12名

役割・責任・権限

環境管理責任者

照明事業部
1名

環境推進責任者
開発部長兼任

環境推進責任者

環境推進責任者
6名
本社

2023年8月末日

環境事務局

代表取締役会長　　村上卓夫

代表者　（環境管理責任者）
代表取締役社長　村上雄三

環境推進委員会

全従業員

営業所長

環境推進責任者

営業部長

製造部長兼任

開発部長 環境推進責任者

管理部
2名
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３.環境経営方針

２．分別しやすい構造の製品開発を心掛け、廃棄物分別の省力化を図ります。

３．開発された製品の問題点を見つけ出し、不良率低減に努めます。

４．環境経営目標を定め定期的な見直しをすることにより継続的な改善に努めます。

５．環境関連法規及びその他の要求事項を順守します。

６．環境への取り組みを環境経営活動レポートとしてとりまとめ公表します。

７．この方針を全従業員に周知します。

　改訂   2018年6月１日
　制定　 2009年5月11日

代表取締役社長  村上　雄三

　大一電機産業株式会社は、環境問題が地球規模の広がりを持つとともに、次世代に
も及ぶ長期的な問題であることを認識し、健全な事業活動において環境関連の法規・
条例を遵守し社会、経済の発展と地球環境保全の実現に向け努力する。

＜環境経営理念＞

　大一電機産業株式会社は、地球環境保全の重要性を深く認識し、電子応用制御機器
をはじめとする製品の開発・設計・販売等の事業活動において、環境負荷の低減を図
るために、社員一同、自主的・積極的に環境保全活動に取組み、豊かな社会の発展に
貢献する企業であり続ける事を目指します。

＜環境経営保全への行動指針＞

１．自社での企画設計の強みを生かし、長期使用を前提とした製品設計を心掛けます。
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４．環境経営目標

 2018年度（2018年6月～2019年5月）を基準年度とする3ヵ年の目標

2018年度

（基　準）

１． 二酸化炭素排出量の削減
CO2排出量
kg-CO2

163,939 144,503 143,014 141,525

1)電力使用量の削減 kWh/年 113,464 110,060 108,925 107,791

削減率 － 3% 4% 5%

CO2排出量
kg-CO2

45,272 36,980 36,599 36,218

kWh/年 91,954 89,195 88,276 87,356

削減率 － 3% 4% 5%

CO2排出量
kg-CO2

36,690 29,970 29,661 29,352

kWh/年 31,353 30,412 30,099 29,785

削減率 － 3% 4% 5%
CO2排出量
kg-CO2

12,510 10,218 10,113 10,008

kWh/年 236,771 229,667 227,300 224,932

削減率 － 3% 4% 5%

CO2排出量
kg-CO2

94,472 77,168 76,373 75,577

 /年 29,906 29,009 28,710 28,411

削減率 － 3% 4% 5%

燃費(km/ ) 13.0 13.1 13.2 13.3

CO2排出量
kg-CO2

69,431 67,301 66,607 65,914

 /年 17 16 16 16

削減率 － 3% 4% 5%

CO2排出量
kg-CO2

36 34 34 34

kg/年 405 393 389 385

削減率 － 3% 4% 5%

kg/年 5,300 5,141 5,088 5,035

削減率 － 3% 4% 5%

３．

 /年 340 330 326 323

削減率 － 3% 4% 5%

 /年 144 140 138 137

削減率 － 3% 4% 5%

 /年 48 47 46 46

削減率 － 3% 4% 5%

 /年 532 517 510 506

削減率 － 3% 4% 5%

新製品について 開発製品の過半 開発製品の過半 開発製品の過半

ECO機能設定で 数を環境配慮 数を環境配慮 数を環境配慮

消費電力を 製品とする 製品とする 製品とする

削減可能

    ⑤各営業所の一般廃棄物は各テナントの指定場所で処分している。

2021年度 2022年度 2023年度

合計

本社

区　　分 単位

工場

営業所

工場

営業所

　　④PRTR対象物質の使用は無いので目標設定を行っていない。

(注)①目標は年度毎の使用量・排出量を、また%は削減率(負号の場合は増加）を示す。

合計

　　③開発製品はﾓﾃﾞﾙ数を基準とする目標設定。

製品への環境配慮
（営業所は対象外）

４．

　　②各営業所含め電力使用量のCO2排出係数はオリックス㈱2021年度公表の0.336kg/kWhを使用している。

2)自動車燃料使用量の削減

水道水使用量の削減

本社

２． 廃棄物排出量の削減　一般

　　　　　　　　　産廃

3)都市ガス使用量の削減
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５．環境経営活動計画

(1) 二酸化炭素排出量削減

１）電力使用量の削減

・照明の節電（昼休み時、留守時の消灯）

・空調機使用時（冷房28℃　暖房20℃）の徹底

・空調機フィルターの定期清掃

・クールビズ運動・ウォームビズ運動

･エージング作業の削減

２）自動車燃料使用量の削減

・アイドリングストップの徹底

・経済速度走行の徹底

・急発進、急加速、急停車の防止

・適正なタイヤ空気圧の確認・維持

・公共交通機関の使用促進

(2) 廃棄物排出量削減

１）一般廃棄物の削減

・毎月排出量の把握

・分別の徹底

・コピー用紙の裏紙使用

・資源ゴミのリサイクル化（チラシ、カタログ）

２）産業廃棄物の削減

(3) 水道水使用量の削減

・水使用量の把握

・ラベルの表示

(4) 製品への環境配慮の推進

・環境負荷低減を目的とした設計段階での検討および商品開発

・営業活動での環境配慮の説明　・ＰＲ
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６．環境経営目標の実績

2018年度

（基　準） 目標 実績

１． 二酸化炭素排出量の削減
CO2排出量
kg-CO2

163,939 144,503 93,538 ○

削減率 － 3% 42.9%

1)電力使用量の削減

kWh/年 113,464 110,060 98,261

削減率 － 3% 13.4%

CO2排出量
kg-CO2

45,272 36,980 33,016

kWh/年 91,954 89,195 63,504

削減率 － 3% 30.9%
CO2排出量
kg-CO2

36,690 29,970 21,337

kWh/年 31,353 30,412 18,675

削減率 － 3% 40.4%
CO2排出量
kg-CO2

12,510 10,218 6,275

kWh/年 236,771 229,667 180,440

削減率 － 3% 23.8%

CO2排出量
kg-CO2

94,472 77,168 60,628

 /年 29,906 29,009 14,180

削減率 － 3% 52.6%

燃費(km/ ) 13.0 12.9 13.0

CO2排出量
kg-CO2

69,431 67,301 32,898

 /年 17 16 5
削減率 － 3% 70.6%

CO2排出量
kg-CO2

36 34 12

kg/年 405 393 237

削減率 － 3% 41.5%

kg/年 5,300 5,141 3,760

削減率 － 3% 29.1%

３．

 /年 340 330 239

削減率 － 3% 29.7%

 /年 144 140 83

削減率 － 3% 42.4%

 /年 48 47 31

削減率 － 3% 35.4%

 /年 532 517 353

削減率 － 3% 33.6%
新製品について 開発製品の過半 開発製品の過半

ECO機能設定で 数を環境配慮 数は環境配慮

消費電力を 製品とする 製品となっ

削減可能 ている

  [評価]　　〇：目標達成　・　△：目標未達だが基準より向上　・　×：未達成

区　　分
2021年度

○

評価

営業所

単位

本社
○

○

工場

合計

○

○

○

○

2)自動車燃料使用量の削減

○

営業所

合計

○

製品への環境配慮
（営業所は対象外）

廃棄物排出量の削減　一般

○

3)都市ガス使用量の削減 ○

    ⑤各営業所の一般廃棄物は各テナントの指定場所で処分している。

○

２．

　　④PRTR対象物質の使用は無いので目標設定を行っていない。

工場

水道水使用量の削減

本社

　　　　　　　　　　産廃

(注)①目標は年度毎の使用料・排出量を、また%は削減率(負号の場合は増加）を示す。

４．

○

　　③開発製品はﾓﾃﾞﾙ数を基準とする目標設定。

　　②各営業所含め電力使用量のCO2排出係数はオリックス㈱2021年度公表の0.336kg/kWhを使用している。
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7.環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

○<目標達成要因>

　　　エージング作業の効率化及び出荷量減少による作業時間短縮のため。

○<今後の課題>

　　　業務の効率化を図り無駄のない作業を行うよう各自認識させる。

○<次年度の取組内容>

　　・照明の節電（昼休み時、留守時の消灯）

　　・空調機使用時（冷房28℃　暖房20℃）の徹底

　　・空調機フィルターの定期清掃

　　・クールビズ運動・ウォームビズ運動

　　・グリーンカーテンの設置（夏季）

　　・空調機と扇風機の併用（夏季）

　　・デマンド監視システムにより電力使用ピーク時の管理徹底

　　・CO2排水量の少ない再生可能エネルギーを利用した電力への変更検討

　　・エージング作業の効率化

○<目標達成要因>

　　  社用車運転記録簿及び年間（給油量、走行距離、1 当たりの走行距離）の公表の

　　　継続により社員の意識が高まり効果が出ており、更に下記「取組内容」を注意する

　　　動きとなっています。

○<今後の課題>

　　　ガソリン代が高騰しているが、まだ遠方では公共交通機関を使用するより費用面を

　　　見ても車を使用した方が安く、都度費用算出しながら検討している。

　　　また、半導体の影響から納期の遅延などもあり、直近ではハイブリッド車への切替が

　　　進んでいない。車種による燃費の効果はハッキリとデータに出ているのでリース更新

　　　に合わせて変更をしていきます。

　　　コロナ感染者の減少に伴い、現在活動を停止している『導入店へのアフターフォロ』

　　　が再開する事になるが、導入各地への訪問となると使用量が増加してしまう。

　　　前回と同じく公共交通機関の使用も含め検討します。

○<次年度の取組内容>

　　・アイドリングストップの徹底

　　・経済速度走行の徹底

　　・急発進、急加速、急停車の防止

　　・適正なタイヤ空気圧の確認・維持

　　・ハイブリッド車の導入(継続）

　　・公共交通機関使用への指導　※上記内容を含み検討

○<目標達成要因>

　　　分別の徹底及び生産縮小による廃棄物の減少。

○<今後の課題>

　　　引続き廃棄物の分別の徹底と資源ゴミのリサイクル化に取組んでいく。

  2)自動車燃料使用量の削減

(2)廃棄物排出量の削減

(1)二酸化炭素排出量の削減

  1)電力使用量の削減
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○<次年度の取組内容>

　　・毎月排出量の把握

　　・分別の徹底

　　・コピー用紙の裏紙使用

　　・資源ゴミのリサイクル化（チラシ、カタログ）

　　・毎期2回廃棄処理を行う（5月・12月）

　　・ペーパーレスの推進

○<目標達成要因>

　　　継続して行っている散布・池の水利用の工夫に加え、各社員への節水喚起を行った

　　　結果使用量の削減に至った。

○<今後の課題>

　　　今後も継続して各人への意識づけを徹底していく。また未着手のまま終わった

　　　雨水利用について検討を進める。

○<次年度の取組内容>

　　・水使用量の把握

　　・池の水の循環利用

　　・節水喚起

　　・雨水利用の検討

(4)製品への環境配慮の促進

○<評価及び今後の課題>

　　　コロナウイルスの影響により新規開発が出来なかった今期であったが、かねてより要望

　　　のあった特定モデル(NOTE Lite、Harrier)における消費電力削減対策を実施した。

　　　　ただ、エコモードの検討など更なる消費電力削減に対する対策を実施できなかった。

　　  理由としては製品の仕様を途中で変更するのが難しかったため(使用している機能の割り

　　　出しが難しいため)さらなる電気料金値上げなども想定されるため、引き続き消費電力

　　　削減対策を検討していく。

○<次年度の取組内容>

　　・使用部品の精査・削減

　　　現在も続く半導体を主とする電子部品の不足に対して、使用部品の共通化を実施し調達

　　　に優位になるよう進めていく。

　　　コロナ渦の影響で生産終了部品なども出てきているので、その部分の解決を早めに実施

　　　していく。

　　・開発の効率化

　　　リソースを共通化することにより現状の工数をさらに短縮できないかを検討していく。

　　　ドキュメント類の充実化により誰が引き継いでも修正等可能なように準備していく。

　　　デバッグ効率を高めるため、確認してもらう箇所の詳細を展開すると考える。

　　　　・新規モデル・製品の検討、事前実験の実施

　　　コロナが落ち着き、部品調達などが正常化される前にどのようなものを作っていくのか

　　　など事前検討できるものは、打合せをしながら概要を決定していく。

　　　また、事前に実験等が必要な事案に対しては、試作などを行い進めて行く。

(3)水道水使用量の削減
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

遵守評
価実施

○

○

○

○

○

○

運搬・処分委託 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

該当無し

○

○

-

-

○

年1回の水質検査(指定機関) ○

全ての業務用 目視による外観点検 設置状況 ○

フロン排出抑制法 空調機器 3ヶ月に1回の簡易点検 ○

点検記録の保存 ○

全ての 部屋の使用が終わったらエアコンをオフにする ○

省エネ法 空調機器 判断基準の遵守 クールビズに対応し、夏季は28℃設定 ○

ウオームビズに対応し、冬季は20℃設定 ○

設置の届出(設置工事開始の30日前) ○

構造等の変更届

(変更工事開始の日の30日前)

騒音施設全て廃止の場合の届

(廃止の日から30日以内）

騒音・振動(7時～20時):75dB

駐車、停車時の原動機停止の指導

(駐車場利用者)

看板、放送、書面などによる原動機停止

の周知(駐車場利用者)

○

○

○

○

○

○

該当無し

　環境関連法規については環境法規制等一覧表及び順守チェックリストにより調査した

結果、上記の対象となる環境関連法規全てを順守しており、関係当局や地域住民からの

環境に関する違反の指摘や訴訟等は過去３年間ありません。

確認日2022年5月31日

○

引取業者への引渡し

不適切処理は県へ報告

飛散、流出、地下浸透防止

60cm×60cm以上の看板

廃棄物の種類

有効期間、金額

業者の資格

許可証の写し

写し未返却時の報告

法令等の要求事項

運搬終了時の写しの確認

処分終了時の写しの確認

処理業者確認

前年度交付状況を6月末までに事業所毎
に知事へ報告

浄化槽法

法令等の名称 環境側面等

浄化槽の運用

使用済自動車の再資源
化等に関する法律
(自動車ﾘｻｲｸﾙ法)

産業廃棄物の排出
廃棄物処理法
（愛知県廃棄物適
正処理条例）

自動車の廃業

○

年1回の清掃実施(市の許可を受けた業者)

浄化槽管理者の変更

運搬・中間業者の状況確認(1/年)

浄化槽の設置または構造・規模の変更

-

-

(知事の許可を受けた業者）
○

※No.9公害防止協定は65dB以下

保管の基準

看板記載事項

委託契約書

最大積み上げ高さ

種類、数量、性状

管理者の名前と連絡先

周囲に囲い

運搬と処分の関係

最終処分の方法・能力

国等による環境物品等
の調達の推進等に関す
る法律

騒音発生施設、振動
発生施設の届出

駐車場の運用

従業者への指導

周知のための措置

自動車の運転

空調機
(原動機の出力
3.75kw以上の物)

規制基準の遵守

物品購入

愛知県民の生活環
境の保全等に関す
る　条例

環境物品等の選択

検査

保守

所定の様式

3ヶ月に1回の保守点検実施

ﾘｻｲｸﾙ料金の負担

廃止(30日以内)

使用済自動車の
引渡義務

届出

報告

廃棄物管理票
（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）

管理表の保管（5年）

ﾘｻｲｸﾙ事業者への引渡し

事業場敷地面積の10%を目標とする

地下水の汲み上げをしない

敷地境界及び事業所周辺で感知させない

○

○

努力義務

廃棄物の再資源化・減量化推進の努力義務

騒音及び振動については65dB以下

使用済小型電子機器等
の再資源化の促進に関
する法律

工場緑化

ﾘｻｲｸﾙ小型電子機器等

東海市との協定

地盤沈下対策

騒音・振動防止対策

廃棄物処理対策

悪臭防止対策

公害防止協定
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９．代表者による全体評価と見直しの結果

2022年6月30日、代表者による全体の評価と見直しを行った結果は、次のとおり。

法的要求事項および当社が同意 環境関連法規制等一覧表および

するその他の要求事項の順守 順守ﾘｽﾄのとおり順守している。

苦情を含む外部の利害関係者 外部からの苦情等、該当事項 今後も継続して、苦情が生ずる

からのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ なし。 ことがなきよう努めること。

コロナ禍での事業活動の停滞による

ものが大きいが全ての項目において 売上が回復基調ではあるが出勤

目標達成となった。 体制を含めてまだ通常の状態で

ただし、対売上比で考えた場合 はない。

電気使用量は目標削減率には届いて 各項目の使用量達成はこういっ

いない。他の項目については概ね た要因だが、ガソリンの燃費達

達成出来ている。 成は努力の結果だと思う。

安全運転が燃費向上に繋がるの

①電気使用量 で引続き意識して運転してほし

全部門において目標達成しており い。

また昨年度からも減少している。 売上比の電気使用量は未達成だ

ただし、売上比でみると目標達成に が、節電の意識づけは定着して

及ばなかった為、今後も各自削減 いるので売上が通常に戻った時

向け努力していくよう意識づけを は、成果が現われると思う。

徹底していく。

②自動車燃料使用量

エコ運転への意識は高いまま維持

しており、燃費は目標を達成して

いる。

③都市ガス使用量

大幅に減少している。

④廃棄物排出量

目標達成している。引き続き分別の

徹底を進めていく。

⑤水道使用量

改善継続している。

5 是正処置および予防処置の状況

環境関連事項法的およびその他の処置

6 要求事項の進展を含む変化して

いる周囲の状況

2.環境経営方針、環境経営目標、環境活動計画表等、環境経営ｼｽﾃﾑに関する見直し・変更に関する必要性の判断

代表者の評価・指示事項

今後も継続して順守すること。

③環境活動計画および環境経営ｼｽﾃﾑ 特になし

該当事項なし

該当事項なし

特になし

変更の必要性

②環境経営目標 特になし

特になし

①環境経営方針 特になし

4
目標を達成している程度
(3年間の目標について)

1.代表者の評価・指示

当社の環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ(環境改善計
画・実績）

3

項目 代表者への報告事項

1

2
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